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MouseUp
単純選択＆ドラッグ

[エリア選択中である] 反転フラグがONのすべての
部品の選択をXOR処理し、
反転フラグをOFFにする

エリア選択

エリア選択を終了する

XOR処理
選択中フラグ ^= 反転フラグ

部品Aの選択を解除する

[1回もドラッグされておらず、
部品Aの選択をあとで解除する

フラグがONである]

[エリア選択中ではない]
[ドラッグされたか、部品Aの選択を
あとで解除するフラグがOFFである]

MouseDragged

単純選択＆ドラッグ

[エリア選択中である] 選択エリアを
更新する

エリア選択

選択エリア内のすべての部
品の反転フラグをONにし、
それ以外の部品の反転フラ

グをOFFにする

すべての選択中の部品を
マウスの移動量だけ動かす

[エリア選択中ではない]
描画のための選択中判定は、
「選択中フラグ XOR 反転フラグ」
で行う。

MouseDown

マウス位置にある
部品Aを取得する

エリア選択を
開始する

[部品Aがない場合]

[修
飾
キ
ー
が
押
さ
れ
て
い
る
]

すべての部品の
選択を解除する

[修飾キーが押されていない]

エリア選択単純選択＆ドラッグ

[部品Aがある場合]

部品Aを選択する

[修飾キーが押されていない]

すべての部品の
選択を解除する

[修
飾
キ
ー
が
押
さ
れ
て
い
る
]

[部品Aが選択されていない][部品Aが選択されている]

[修飾キーが押されている]

部品Aの選択をあとで
解除するフラグをONにする[修

飾
キ
ー
が
押
さ
れ
て
い
な
い
]

修飾キーは、commandキーか
shiftキーのいずれか


